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我
が
国
が
直
面
す
る
最
大
の
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
な
が
ら
、
極
端
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
二
一
○
○
年
に
は
現
在
の
人
口
の
三
分
の
一
ま
で
減
少
す
る
推
計
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
地
方
都
市
の
過
疎
化
は
一
段
と
速
度
を
速
め
、
過
疎
化
の
も
た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
、
土
地
制
度
の
専
門
家
で
あ
る
五
十
嵐
は
、
過
疎
化
の
危
険
性
と
は
集
落
の
崩
壊
、
社
会
の
安
全
性
や
、
人
と
人
とのつながりが崩壊し、社会の根底が失われていく過程であることを指摘している。
この深刻な問題は「世界遺産」の分野でも大いに問題になっている。世界遺産はそこに登録されることによって、
あ
る
種
の
名
誉
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
大
き
な
意
味
で
は
そ
れ
事
態
「
平
和
」
に
貢
献
す
る
、
と
い
う
偉
大
な
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
れ
を
永
遠
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
「
宿
題
」
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
初
そ
の
維
持
管
理
に
と
っ
て
「
戦
争
」
に
よ
る
破
壊
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
破
壊
は
戦
争
だ
け
で
な
く
、
実
は
津
波
、
地
震
、
火
美しさを伝える世界遺産（齋藤）
一一一一
世
界
遺
産
・
維
持
管
理
の
危
機
美
し
さ
を
伝
え
る
世
界
遺
産
ｌ
持
続
可
能
な
発
展
Ｉ
齋
藤
正
己
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ユネスコが指摘する「コミュニティの強化」を宣一一一一口した背景には、見たように世界遺産が戦争や災害だけでなく
「過疎化」や「貧困」がある。とりあえず、この点についてダイレクトにかかわる解決法の一つは「観光」であると
法
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一四
災などの災害によってももたらされている。そのため各国ともこれらに対するもろもろの対策を講じてきているが、
最
近
で
は
そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
「
過
疎
化
」
あ
る
い
は
「
貧
困
」
に
よ
る
放
置
な
ど
も
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
迎
え
て
ユ
ネ
ス
コ
も
危
機
感
を
覚
え
、
一
一
○
｜
二
年
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
「
持
続
可
能
性
を持った世界遺産の管理の適任者は、地域住民にある。また、その利益の享受者も地域住民である」（京都ビジョン）
と
宣
言
し
た
。
こ
こ
に
は
世
界
遺
産
の
現
代
的
な
課
題
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
そ
の
論
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。
｜
っ
は
、
「
そ
の
課
題
を
背
負
う
の
は
誰
か
」
と
い
う
主
体
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
で
い
う
と
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
は
も
っ
ぱ
ら
ま
ず
国
（
特
に
文
化
庁
）
が
担
当
し
、
国
か
ら
自
治
体
に
指
令
が
降
り
、
次
に
地
域
住
民
に
伝
わ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
維
持
管
理
の
手
段
と
し
て
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
国
宝
あ
る
い
は
名
勝
・
史
跡
の
指
定
と
い
っ
た
よ
う
に
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
保
護
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
五
十
嵐
は
高
野
山
で
「
美
と
祈
り
」
の
研
究
過
程
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
高
野
山
の
過
疎
を
つ
ぶ
さ
に
見
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
遺
産
は
維
持
で
き
な
い
と
し
、
東
京
大
学
の
教
授
で
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
会
長
（
現
）
を
し
て
い
る
西
村
幸
夫
教
授
（
の
ち
に
ユ
ネ
ス
コ
元
事
務
局
長
松
浦
晃
一
郎
、
自
然
遺
産
の
権
威
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
岩
槻
邦
（１）
夫
も
参
加
）
に
呼
び
か
け
、
市
民
の
側
か
ら
世
界
遺
産
を
見
る
と
い
う
活
動
を
活
発
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
本稿ではこのような業績を踏まえながら観光と維持管理という視点より、この論点を深く掘り下げていきたい。
観
光
業
と
維
持
管
理
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そ
こ
で
ま
ず
こ
の
過
疎
に
つ
い
て
、
次
の
表
を
見
て
お
き
た
い
。
これは世界遺産登録都市を文化遺産と自然遺産に分け、二○四○年までの人口の推移と高齢化率を見たものである。
これを見るといずれの地域も急激に人口が減少し、また高齢化が進むことは明白である。このような地域で観光がど
のような位置を占めているか、およそ想像がつくが典型的な例として、ここではすでに世界遺産に登録されている白
川
郷
と
こ
れ
か
ら
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
沖
縄
県
南
西
諸
島
を
見
て
い
き
た
い
。
岐阜県と富山県の白山水系と飛騨川水系の源流に位置する白川郷は三つの集落からなる。江戸時代から養蚕業が中
心で有り、合掌造りの民家が特徴の村であった。しかし日本の「近代化」とともに養蚕業の衰退により人口減少が起
こり、集落の消滅の危機につながった。廃村が相次ぎ、合掌造りの民家も最盛期と言われた一九世紀の一○分の一に
まで減少した。現在では二○○○名以下の山村である。そのため伝統的家屋である合掌造りを維持していくことが困
難になっていた。しかし、その特徴ある合掌造りが一九九五年に世界遺産に登録され、地域全体に変化が起こった。
観光客の増加である。観光収入の増加は合掌造りの民家の保存の資金的基盤になり、家屋の修繕や茅葺き屋根の葺き
美しさを伝える世界遺産（齋藤）
一五
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
び
に
「
観
光
客
」
の
増
大
の
報
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
（２）
こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
た
我
が
国
の
世
界
遺
産
は
、
現
在
一
八
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
な
ど
都
市
部
に
所
在
す
る
も
の
を
除
く
と、ほとんどが地方都市に存在している。これらの地方都市は、我が国の人口減少社会の最先端をいく地域であり、
地元の雇用と経済を守っていく方法として観光業は有効な手段なのである。
二
世
界
遺
産
が
地
域
に
与
え
る
恩
恵
－
観
光
業
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白川村及び鹿児島県・沖縄県の世界遺産登録市町村と
暫定リスト搭載予定市町村の将来推計人ロー覧
法
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出典：国立社会保障人口問題研究所、日本の地域別将来推計人口、2010年データより筆者作成
西暦2040年までのデータをもとに人口と高齢化率の予想である
注（１）単位は上段が人口を表す人で、下段は将来推計人口に基づく高齢化率を％で表している
（２）屋久島は鹿児島県屋久島町所在の世界遺産で1993年に世界遺産に登録されている
（３）沖縄県所在で2000年に登録されているのが「琉球王国のグスク及び関連遺跡群」として登録
されている
沖縄本島に広く分布している
（４）奄美・琉球は現在世界適産登録の前段である国内暫定リストへの搭載を目指している
（５）白川郷の登録世界遺産は岐阜県と富山県にまたがっている
一ハ
白川郷
白川村
南砺市
1,7331,6711,6181,5691,5031,4471,398
28.9３２．８３２．６
54,72451,45448,21444,86341,49138,17834,857
31.1４０．５４３．９
屋久島 屋久島町 13,58913,28012,88312,43611,98111,51811,05828.0３５．５３５．８
琉球のグスク
今帰仁村
読谷村
中城村
北中城村
東村
大宜味村
国頭村
9,2579,0478,8118,5638,3018,0247,719
26.5３６．８３９．４
38,20038,66138,84938,72938,43038,02037,412
16.7２４．０３０．２
17,68018,22818,56918,79818,91818,96718,872
１６．６２４．５３０．５
15,95116,03916,01215,89015,69615,45015,155
20.2２９．８３７．１
1,7941,7111,6241,5421,4581,3691,276
25.838.1４１．４
3,2213,0302,8562,6852,5292,3692,202
30.8４４．４４５．６
5,1884,9014,6234,3594,1113,6873,610
27.5３８．３４２．２
奄美・琉球
奄美大島市
徳之島町
竹富町
46,12143,28440,79638,22335,69333,20330,775
25.8３６．８４２．３
12,09011,39810,76210,1389,5529,0088,466
27.2３５．３３３．９
3,8593,6793,4943,3033,1112,9382,746
20.6３３．７４３．３
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西
表
島
は
一
九
六
七
年
に
固
有
種
と
し
て
確
認
さ
れ
た
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
の
生
存
す
る
島
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
島
全
体
を
取
り
囲
む
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
自
然
景
観
と
希
少
生
物
の
多
い
島
で
あ
っ
た
。
’
九
四
五
年
の
敗
戦
を
契
機
と
し
て
戦
後
は
長
い
間
ア
メ
リ
カ
の
施
政
下
に
あ
り
、
’
九
七
二
年
に
本
土
復
帰
を
果
た
し
た
が
、
南
西
諸
島
全
体
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
半
分
近
く
ま
で
人
口
減
少
し
て
い
た
が
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
は
じ
ま
る
沖
縄
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
と
生
き
物
た
ち
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
観
光
の
島
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
表
島
の
観
光
の
特
色
は
、
島
全
体
の
お
よ
そ
九
○
％
が
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
、
そ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
は
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
が
住
み
、
大
空
を
カ
ン
ム
リ
ワ
シ
が
舞
う
と
い
う
自
然
を
満
喫
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
美
し
い
自
然
が
売
り
も
の
で
あ
る
が
、
観
光
客
の
増
加
（
年
間
一
○
○
万
人
）
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
開
業
が
あ
り
、
農
地
の
開
拓
に
よ
る
自
然
破
壊
が
進
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ゴ
の
死
滅
が
起
こ
り
、
ま
た
絶
滅
危
倶
種
で
あ
る
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
の
生育環境が危機に瀕する状況が起こった。
美しさを伝える世界遺産（齋藤）
一七
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
替
え
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
関
し
て
消
火
栓
や
放
水
銃
が
各
集
落
に
き
め
細
か
く
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
存
が
強
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
’
九
七
○
年
代
の
観
光
ブ
ー
ム
か
ら
俄
か
に
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
っ
た
白
川
郷
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
年
間
の
観
光
客
数
は
五
○
万
人前後であった。合掌造りの民家はテレビ等でもしきりに映像が映し出されるようになり、世界遺産登録後は観光客
数
の
増
加
が
顕
著
と
な
り
二
○
○
八
年
に
は
年
間
一
八
○
万
人
を
超
え
、
二
○
○
万
人
台
に
迫
る
勢
い
に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
世
界
遺
産
登
録
は
絶
大
な
効
果
を
発
揮
し
た
と
い
え
よ
う
。
も
う
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
登
録
の
た
め
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
目
指
し
て
い
る
沖
縄
県
の
南
西
諸
島
に
あ
る
西
表
島
を
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然
し
、
一
見
こ
の
効
果
絶
大
で
し
か
も
唯
一
の
切
り
札
で
あ
る
観
光
業
に
も
周
知
の
よ
う
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
白
川
郷
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。
世
界
遺
産
へ
の
登
録
以
前
の
観
光
客
数
は
白
川
村
の
統
計
で
は
ピ
ー
ク
の
時
で
年
間
約
六
○
万
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
観
光
客
数
は
、
約
二
○
○
万
人
近
く
ま
で
膨
れ
上
が
り
、
集
落
周
辺
に
は
一
年
中
車
両
が
溢
れ
、
人
が
溢
れ
て
結
果
と
し
て
観
光
地
の
魅
力
を
軽
減
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
地
域
住
民
の
生
活
を
一
変
さ
せ
て
い
る
。
白
川
郷
の
産
業
構
造
は
既
に
観
光
業
へ
の
傾
斜
が
大
き
く
な
り
、
養
蚕
や
農
林
業
な
ど
の
伝
統
産
業
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
農
地
の
耕
作
放
棄
、
転
用
が
後
を
絶
た
な
い
。
白
川
郷
で
は
合
掌
造
り
の
民
家
を
保
存
す
る
た
め
に
、
「
売
らない、貸さない、こわさない」を合言葉としているため、新規参入が難しい。そのため後継者不足が深刻な問題と
西
表
島
を
中
心
と
す
る
竹
富
町
は
島
ご
と
に
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
竹
富
町
を
訪
れ
る
観
光
客
を
西
表
島
と
二
分
す
る
竹
富
島
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
沖
縄
県
の
民
家
の
特
徴
で
あ
る
石
垣
に
囲
ま
れ
た
赤
い
琉
球
瓦
の
民
家
の
佇
ま
い
が
、
島
民
の
手
に
よ
っ
て
今
も
守
ら
れ
て
い
る
。
制
度
と
し
て
竹
富
町
に
は
景
観
条
例
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
日
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た
環
境
を
何
よ
り
も
島
民
自
身
が
大
切
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
島
の
景
観
は
島
民
自
身
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
続
け
る
こ
と
で
あ
ろう。
直す機運が生まれた。
法
学
志
林
第
二
二
巻
第
一
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一八
地一元では野生生物保護センターを中心に環境保護に努めている。しかし世界遺産の暫定リスト入りを［日指す中で、
地
元
住
民
の
間
に
も
こ
れ
ま
で
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
優
れ
た
自
然
環
境
を
人
類
の
普
遍
的
な
遺
産
と
し
て
保
護
す
べ
き
も
の
と
し
て
見
三
観
光
業
に
対
す
る
警
鐘
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冒
頭
に
見
た
ユ
ネ
ス
コ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
の
宣
言
は
、
五
十
嵐
が
鋭
く
し
て
き
た
よ
う
に
、
世
界
遺
産
は
今
や
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
「
独
占
物
」
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
観
光
業
は
多
く
の
衰
退
す
る
地
域
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
世
界
遺
産
登
録
地
域
で
も
同
様
で
あ
り
、
世
界
遺
産
登
録
は
そ
の
た
め
の
絶
大
な
切
り
札
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
観
光
業
美
し
さ
を
伝
え
る
世
界
遺
産
（
齋
藤
）
一九
水質汚染が起こっている。
ま
た
西
表
島
も
オ
ー
バ
ー
ュ
ー
ス
の
課
題
を
既
に
抱
え
て
い
る
。
西
表
島
の
も
う
一
つ
の
観
光
の
目
玉
は
、
豊
富
な
水
系
を
利
用
し
た
カ
ヌ
ー
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
で
川
を
遡
り
、
途
中
か
ら
山
歩
き
を
し
な
が
ら
源
流
の
滝
を
目
指
す
。
し
か
し
西
表
島
の
山
の
歩
道
は
ほ
と
ん
ど
未
整
備
の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
と
こ
ろ
を
観
光
客
が
踏
み
荒
ら
し
生
物
の
生
育
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
交
通
事
故
に
よ
る
イ
リ
オ
モ
テ
ャ
マ
ネ
コ
や
そ
の
他
の
希
少
生
物
の
死
滅
が
後
を
絶
た
な
い
。
プ（〕。 で
は
西
表
島
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
西
表
島
の
観
光
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
海
を
求
め
る
ダ
イ
バ
ー
が
主
力
で
あ
る
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
ア
ン
カ
ー
を
下
ろ
し
て
ダ
イ
バ
ー
が
サ
ン
ゴ
礁
め
が
け
て
海
を
堪
能
す
る
。
そ
の
た
め
ア
ン
カ
ー
が
サ
ン
ゴ
に
掛
か
っ
て
破
壊
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
つ
か
ず
な
っ
て
い
る
。
（３）
世
界
遺
産
を
□
ｐ
指
す
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
人
数
を
収
容
で
き
る
宿
泊
施
設
も
必
要
と
な
る
。
こ
の
需
要
を
み
こ
ん
で
東
京
の
業
者
が
ホ
テ
ル
建
設
を
決
行
し
、
こ
れ
を
巡
っ
て
地
域
住
民
が
反
対
派
と
推
進
派
に
分
か
れ
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
四
市
民
力
と
持
続
可
能
性
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は恒久的な対策かというと疑問も多い。観光は主として、国や白］治体ではなく、地一工業者を含む民間事業者によって
行
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
観
光
の
質
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
直
接
的
な
法
律
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
地
域
住
民
は
構
成
資
産
や
構
成
資
産
を
守
る
た
め
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
を
維
持
す
る
た
め
に
、
オ
ー
バ
ー
ュ
ー
ス
な
ど
に
対
す
る
的
確
な
誘
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
方
で
自
ら
の
生
計
を
維
持
し
か
つ
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に
適
切
な
経
済
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
ど
の
よ
うに両立させるか、ここでは当該地域に即した「市民力」が試されているといえよう。そして実は日本にはこの市民
力、一一一一口い換えればコミュニティを支える重要で本質的な知恵と行動が存在していた。それが白川郷及び西表島に見ら
（４）
れる「結い」である。これは個人が一人ひとり独立して家屋や環境を守るというものではなく、地域住民の辻〈同作業
に
よ
っ
て
屋
根
葺
き
日
常
の
生
活
を
支
え
合
う
力
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
表
島
で
は
、
離
島
地
域
が
抱
え
て
い
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
海
岸
の
漂
着
ゴ
ミ
の
除
去
作
業
を
島
民
と
集
落
の
住
民
が
全
て
を
担
っ
て
い
る
。
農
業
の
現
場
に
お
い
て
は
い
ち
早
く
集
落
共
同
の
作
業
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
西
表
島
で
は
こ
う
し
た
伝
統
が
今
も
地
域
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
その根底にあるものは地域住民の信頼関係であり、それが絆となってお金や労働力あるいは知恵・技術を出し合い、
地域コミューーテイを守っているのである。現代の観光にも実はこの結いの思想が求められているのではないか。つま
り観光客はただ当該地域の神社仏閣、家屋あるいは自然を堪能するというだけでなく、この地域の維持保存に自らも
参加する責任がある。参加の形態としては自ら労働力を提供するといったことのほか、地域を維持するための資金、
技術あるいは知恵を提供する。さらには観光に必要な魅力的な商品を作り出し、これを宣伝する。またこのような観
光に直結する作業だけでなく、仕事に忙しい両親にかわって子供教育を行う、介護を手伝うなどということもあろう。
つまりこれは地域住民と観光客の結いというようなものであり、これはまた五十嵐のいう「現代総有」と通じるもの
Hosei University Repository
があるのではないか。ユネスコの言うコミュニティ重視という宣一一一一百はこのように現代総有と通底することによっては
じ
め
て
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（１）『私たちの世界遺産一、持続可能な美しい地域づくり』［二○○七］公人の友社を五十嵐・岩槻・西村・松浦の四名での出版を皮切
り
に
、
毎
年
世
界
遺
産
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
現
在
、
日
本
の
城
に
関
し
て
本
年
二
月
に
松
本
市
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
社
よ
り
『日本の城・再発見』を出版している。
（２）昨年の富士山を含めた数字。
（
３
）
ユ
ニ
マ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
建
設
を
行
い
、
現
在
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
（４）沖縄ではユイマールと呼ばれている。
美
し
さ
を
伝
え
る
世
界
遺
産
（
齋
藤
）
’一一
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